
観察した鳥類チェックリスト

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212 車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2015年11月14日（土）
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鳥の博物館手賀沼定例観察会

　
カモいろいろ
【11月のテーマ】　

　　案内人：須貝基康、水上香苗（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

　コガモ
オナガガモ

　手賀沼でカモが見られる季節になりました。カモは冬の間につがい
をつくるので、越冬地に渡りをする頃からオスはメスへアピールするため、
きれいな繁殖羽に徐々にかわります。
　カモは北の繁殖地で子育てが終わると、全身の羽が抜けかわります。
オスも敵に襲われないようにメスに似た目立たない羽衣にかわります。
その羽衣をエクリプス羽といいます。
　今日のてがたんでは、カモの羽衣や行動を、観察してみましょう。
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てがたんコースでよく見られるカモ４種類

　カルガモ
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カルガモのオスメスは、一年中そっくりな姿。
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 オス 成鳥　繁殖羽
 メス 成鳥　（11月）

●換羽には様々な段階がみられます。　換羽中のコガモを観察してみよう

●翼上面の各部名称

イラストは「カモハンドブック」叶内拓哉 著 文一総合出版より引用しました。

●体の各部名称●カモの生態を観察をしてみよう

・昼間寝ている（日中の休息）

・羽の手入れ

・水面採餌／逆立ち採食

・直接飛び立ち

・求愛行動

コガモのオスのエクリプスとメスを見分けるのはとてもむずかしいので、オスの

生殖羽が少しでも現れている特徴を見つけてみよう。

頭が赤茶色になってきている

脇に細かい白と黒のさざ波模様
が出てきている

目のまわりの緑色がはっきりしてすぐ

にオスとわかりますが、よく見るとま

だ体の羽の換羽が終わっていません

胸はベージュに

茶色の水玉模様

 オス 成鳥
エクリプス → 繁殖羽に換羽中

胸がベージュ色に茶色の
水玉模様が出てきている

下尾筒に大きな黄色い
三角模様が見えます

背や脇は細かい白黒の
さざ波模様

頭は赤茶色、目の
まわりが緑色


